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[ 図1] (57) Abstract: Disclosed i s a display device (100)
which i s provided with: a display panel (1) wherein a
plurality o f scanning lines and a plurality o f signal

100
f lines are disposed such that the scanning lines and the

signal lines intersect each other; a source driver (3),
which supplies respective signal lines with image data

電源
t o be displayed on the display panel (1); and a con
troller (5) which controls the source driver (3) to sup
ply first image data at a lower ：frame ：frequency to a sig

入力データ - ス ドライバ nal line, which acquires input data including the image
SL 21 SLn

GL1 data and supplies the first image data included in the
2ュ 4— acquired input data, said lower44 ：frame frequency being

GLn
lower than the frequency with which a signal line sup
plies second image data included i n the input data. The
controller (5) sets a part o f the input data as the first

GLn+a I image data, and the rest o f the input data as the second
image data.

(57) 要 約 ：本発 明の 一 態様 に係 る表 示 装 置
バックライ ト ( 1 0 0 ) は、複 数の走査線 と複 数の信号

線 とが互 いに交差 して配置 され た表示パ ネ
ル （1 ) と、複 数の信号線 の それ ぞれ に、
表 示 パ ネ ル （1 ) に 表 示 す るた め の 画 像
デ ー タ を供 給 す る ソー ス ドライ バ （3 )
と、 画像 デ ー タ を含 む 入 力 デ ー タ を取 得
し、取得 した入 力デー タに含 まれ る第 1 の

画像 デー タを供給す る信号線 には、入力デー タに含まれ る第 2 の画像 デー タを供給す る信号線 よ りも低
いフ レーム周波数で第 1 の画像 デー タを供給す るよ うに ソース ドライバ （3 ) を制御す るコン トロー ラ
( 5 ) とを備 え、 コン トロー ラ （5 ) は、入力デー タの一部 を第 1 の画像 デー タと し、残部 を第 2 の画

像デー タとす る。



明 細 書

発明の名称 ：

表示装置及びその制御方法、プログラム並びに記録媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は、表示装置及びその制御方法、プログラム並びに記録媒体に関す

るものである。

背景技術

[0002] 近年、電子情報化が進んでおり、その一つとして電子ペーパーが実用化さ

れてきている。電子ペーパーには様々な表示媒体が用いられ得るが、中でも

力ラ一表示に適 した液晶パネルがある。

[0003] 電子ペーパーの液晶パネルとしては、消費電力の低さから、反射型の液晶

パネルを用いることが多い。 しかし、より鮮やかに表示できる透過型の液晶

パネルを採用する利点も多く、透過型の液晶パネルの低消費電力化が望まれ

ている。

[0004] 透過型の液晶パネルにおいて電力を消費する要因の一つとしては、フル力

ラ一 （多階調）表示をする場合に表示品位を維持するために、フレーム毎に

データを書き換える必要があることが挙げられる。例えば、特許文献 1，2

には、このデータの書き換えに着目して消費電力を低下させることが記載さ

れている。

[0005] 特許文献 1 の技術では、図 1 8 の （a ) に示すように、表示画面を表示ェ

リアと非表示エリアとに分割 し、パーシャル駆動を行なっている。図 1 8 は

、従来の表示装置における駆動制御方法を説明する図である。この駆動方法

では、表示エリアでは毎フレーム書き換えを行なうが、非表示エリアでは数

フレームおきにデータを書き換えている （図 1 8 の （b ) 参照）。

[0006] また、特許文献 2 の技術では、静止画像データを保持するメモリを画素に

搭載 し （図 1 9 参照）、静止画表示時には書き換えが必要になるまで書き込

みを行なわない。図 1 9 は、従来の表示装置が備える表示パネルの回路構成



を示す図である。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献 1 ：曰本国公開特許公報 「特開 2 0 0 3 — 5 8 1 3 0 号 （2 0 0 3 年

2 月 2 8 曰公開）」

特許文献2 : 日本国公開特許公報 「特開平 9 — 3 3 1 4 9 0 号 （1 9 9 7 年 1

2 月 2 2 曰公開）」

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0008] しか し、パーシャル駆動 を用いた特許文献 1 の技術では、非表示エ リアに

はベ タ画面 しか表示で きないため、画面全体の表示エ リァが狭 くなる。

[0009] また、特許文献 2 の技術では、画素内にメモ リを内蔵するために開口率が

下がる。 その結果、開口部の面積が狭 くな り、画面全体が暗 く見える。

[001 0] 本発明は、上記課題 に鑑みてなされたものであ り、 その 目的は、低消費電

力を実現することがで きる表示装置 を提供することにある。

課題 を解決するための手段

[001 1] 本発明の一態様 に係 る表示装置は、上記課題 を解決するために、複数の走

査線 と複数の信号線 とが互いに交差 して配置 された表示 / 《ネル と、上記複数

の信号線のそれぞれに、上記表示パネル に表示するための画像データを供給

する信号 ドライバ と、上記画像データを含む入力データを取得 し、取得 した

入力データに含 まれる第 1 の画像データを供給する上記信号線 には、上記入

力データに含 まれる第 2 の画像データを供給する上記信号線 よ りも低 いフ レ

—厶周波数で上記第 1 の画像データを供給するように上記信号 ドライバ を制

御する制御手段 とを備 え、上記制御手段 は、上記入力データの一部 を上記第

1 の画像データと し、残部 を上記第 2 の画像データとすることを特徴 と して

いる。

[001 2] 本発明の一態様 に係 る制御方法は、上記課題 を解決するために、複数の走



査線 と複数 の信号線 とが互 いに交差 して配置 された表示 / 《ネル と、上記複数

の信号線 のそれぞれ に、上記表示パ ネル に表示するための画像データを供給

する信号 ドライバ とを備 える表示装置の制御方法であ って、上記画像データ

を含む入力データを取得 し、取得 した入力データに含 まれ る第 1 の画像デー

タを供給 する上記信号線 には、上記入力データに含 まれ る第 2 の画像データ

を供給 する上記信号線 よ りも低 いフ レ一厶周波数 で上記第 1 の画像データを

供給 するように上記信号 ドライバ を制御 する制御 ステ ツプを含み、上記制御

ステ ツプでは、上記入力データの一部 を上記第 1 の画像データと し、残部 を

上記第 2 の画像デ一タとすることを特徴 と している。

[001 3] 上記 の構成 によれば、表示装置では、表示パ ネル に表示するための画像デ

一夕を含む入力データを取得 すると、取得 した入力データの うち、第 1 の画

像データと第 2 の画像データとで、複数 の信号線 のそれぞれ に画像データを

供給 する際の フ レーム周波数 を変 えている。

[0014] 具 体 的 には、第 1 の画像データを供給 する信号線 には、第 2 の画像データ

を供給 する信号線 よ りも低 いフ レ一厶周波数 で画像データを供給 する。

[001 5] 例 えば、表示パ ネル と して液晶パ ネル を用いた場合、一般 的にデータ信号

を書 き込む際 に極性 を正負反転 させ るが、 この極性反転 において電力が消費

され る。

[001 6] 本発 明の一態様 によれば、第 1 の画像データを信号線 に供給 するときには

、第 2 の画像データを信号線 に供給 するフ レーム周波数 よ りも低 くするため

、第 1 の画像データによる極性反転 の数 が減 る。

[001 7] また、 第 1 の画素データを信号線 に供給 する信号 ドライバの駆動電力 も抑

えることがで きる。 よって、低消費電力 を実現 することがで きる。

発明の効果

[001 8] 本発 明の一態様 に係 る表示装置 は、複数 の走査線 と複数 の信号線 とが互 い

に交差 して配置 された表示パ ネル と、上記複数 の信号線 のそれぞれ に、上記

表示 / くネル に表示するための画像デ一タを供給 する信号 ドライバ と、上記画

像データを含む入力データを取得 し、取得 した入力データに含 まれ る第 1 の



画像データを供給する上記信号線 には、上記入力データに含 まれる第 2 の画

像データを供給する上記信号線 よ りも低 いフ レ一厶周波数で上記第 1 の画像

データを供給するように上記信号 ドライバ を制御する制御手段 とを備 え、上

記制御手段 は、上記入力データの一部 を上記第 1 の画像データと し、残部 を

上記第 2 の画像データとするため、低消費電力を実現することがで きる。

図面の簡単な説明

[ 図 1] 本発明の一実施形態 に係 る表示装置の要部の概略構成 を示すプロック図

である。

[ 図2] 図 1 に示す表示装置が備 える表示パネルの構成 を示す図である。

[ 図3] 図 1 に示す表示装置 におけるテキス 卜表示領域 とフル カラ一表示領域 と

の フ レー ム周波数の比較 を示す表である。

[ 図4] クロック発生器の発振周波数 と消費電力 との関係 を示すグラフである。

[ 図5] 図 1 に示す表示装置が備 える表示パネルの全画面 に対するフル カラ一表

示領域 とテキス 卜表示領域 との割合 を示す図である。

[ 図6] テキス 卜表示領域の画素電位の保有率 とフル カラー表示領域の画素電位

の保有率 とをする図である。

[ 図7] 図 1 に示す表示装置が備 える表示パネルのデータ書 き換 えにかかる平均

消費電力を示す図である。

[ 図8] テキス 卜表示領域及び フル カラ一表示領域 それぞれのデータ書 き換 えに

かかる平均消費電力を示す図である。

[ 図9] 図 1 に示す表示装置 におけるテキス 卜表示領域 とフル カラ一表示領域 と

の フ レー ム周波数の比較 を示す表である。

[ 図 10] 図 1 に示す表示装置が備 える表示パネルの全画面 に対するフル カラ一

表示領域 とテキス 卜表示領域 との割合 を示す図である。

[ 図 11] 図 1 に示す表示装置の変形例 を示すプロック図である。

[ 図 12] 図 1 1 に示す表示装置 において、多階調データを 1 ビッ 卜データに変

換する処理の流れの一例 を示す図である。

[ 図 13] 図 1 に示す表示装置 におけるテキス 卜表示領域 とフル カラ一表示領域



とのフレーム周波数の比較を示す表である。

[図14 ] 本発明の他の実施形態に係る表示装置が備える表示パネルの等価回路

の構成を示す図である。

[図15 ] 本発明の他の実施形態に係る表示装置におけるテキス 卜表示領域とフ

ルカラ一表示領域とのフレ一厶周波数の比較を示す表である。

[図16] T 1 のO N / O F F に伴う駆動電圧及び素子発光強度を示す図であ

る。

[図17 ] テキス 卜表示領域及びフルカラ一表示領域それぞれのデータ書き換え

にかかる平均消費電力を示す図である。

[図18 ] 従来の表示装置における駆動制御方法を説明する図である。

[図19 ] 従来の表示装置が備える表示パネルの回路構成を示す図である。

発明を実施するための形態
[0020] 本発明に係る表示装置の一実施形態について、図 1 ~ 1 7 を参照 して以下

に説明する。なお、以下の説明では本発明の一態様を実施するために好まし

い種々の限定が付与されているが、本発明の技術的範囲は以下の実施の形態

及び図面の記載に限定されるものではない。

[0021 ] 〔第 1 の実施形態〕

( - . 表示装置の構成）

図 1 は、本発明の一実施形態に係る表示装置 1 0 0 の要部の概略構成を示

すプロック図である。

[0022] 図 1 に示すように、表示装置 1 0 0 は、液晶パネル 1 (表示パネル）、ゲ

— 卜ドライバ 2 、 ソース ドライバ 3 (信号 ドライバ）、電源 4 、 コン ト口一

ラ 5 (制御手段）及びバックライ ト6 を備えている。

[0023] 液晶パネル 1 は、複数の画素がマ 卜リクス状に配されたァクティプマ 卜リ

クス型の液晶パネルである。液晶パネル 1 は、図示 しないが、アクティブマ

卜リクス基板と対向基板との間に液晶層が狭持された構造を有 している。液

晶パネル 1 としては、透過型の液晶パネルであれば特に限定されるものでは

なく、公知の液晶パネルを用いることができる。



[0024] 液晶パネル 1 には、複数のゲ一 トラインG L (走査線）と複数のソースラ

インS L (信号線）とが互いに交差 して配置されている。 これ らゲ一 トライ

ンG L とソースラインS L とで囲まれた領域が 1 画素であ り、各画素には表

示電極 1 2 及び T F T 等のスイッチング素子 1 3 がそれぞれ設けられている

。図 2 は、表示装置 1 0 0 が備える液晶パネル 1 の構成を示す図である。

[0025] このゲ一 トラインG L はゲ一 卜ドライバ 2 に接続され、 ソースラインS L

はソース ドライバ 3 に接続されている。 また、スイッチング素子 1 3 のゲ一

卜電極、 ソー ス電極及び ドレイ ン電極 には、ゲ一 トライ ン G L 、 ソー ス ライ

ン S L 及び表示電極 1 2 がそれぞれ接続されている。

[0026] つまり、 ソース ドライバ 3 か らソースラインS L を介 して選択的にスイツ

チング素子 1 3 にソース信号を供給 し、ゲ一 卜ドライバ 2 か らゲ一 トライン

G L を介 してスイッチング素子 1 3 にゲ一 卜信号を供給することにより、ス

イッチング素子 1 3 の O N / O F F を制御する。

[0027] ゲ一 卜ドライバ 2 は、 コン トローラ 5 か ら供給されるゲ一 卜制御信号に基

づいて、各ゲ一 トラインG L に走査順にゲ一 卜信号 として電圧を供給する。

[0028] ソース ドライバ 3 は、 コン トローラ 5 か ら供給されるソース制御信号に基

づいて、各ソースラインS L にソース信号を供給する。具体的には、複数の

ソースラインS L のそれぞれに、液晶パネル 1 に表示するための画像データ

を供給する。

[0029] 電源 4 は、 コン トローラ 5 か ら供給される制御信号に基づいて、スィッチ

ング素子 1 3 に供給するために必要な電圧をゲ一 卜ドライバ 2 及びソース ド

ライバ 3 に印加する。

[0030] コン トローラ 5 は、図示 しない入力データ供給源か ら入力データを取得 し

、該入力データか らゲー ト制御信号及びソー ス制御信号を生成 し、生成 した

ゲ一 卜制御信号をゲ一 卜ドライバ 2 に供給 し、 ソース制御信号をソース ドラ

ィバ 3 に供給する。

[0031 ] 本実施形態では、 コン トローラ 5 は画像データを含む入力データを取得 し

、取得 した入力データに含まれる第 1 の画像データを供給するソー ス ライ ン



S L には、入力データに含まれる第 2 の画像データを供給するソースライン

S L よりも低いフ レーム周波数で第 1 の画像データを供給するようにソース

ドライバ 3 を制御する。

[0032] 具体的には、コントローラ5 は、入力データの一部を第 1 の画像データと

し、残部を第 2 の画像データとする。このときの条件は、特に限定されるも

のではないが、例えば、画素を構成する3 つのサブピクセルそれぞれに対 し

て 1 ビッ卜から4 ビッ卜の画像デ一タを第 1 の画像デ一夕とすればよく、好

ましくは第 1 の画像データは 1 ビットのデータである。また、それ以外の画

像データ、すなわちサブピクセルそれぞれに対 して 1 ビッ卜から4 ビッ卜の

画像データ以外を第 2 の画像データとする。

[0033] ここで、 1 ビッ卜の画像データとは 「F F 」又は 「0 0 」のデータであり

、 R G B 3 色のカラ一パネルに適用 した場合、 2 値 8 色表示になる。なお、

1画素を形成するR G B の各サブピクセルの信号に 「F F 」又は 「0 0 」を

入力すると、白又は黒のいずれかの色で表示されるため、モノクロ画像にな

る。

[0034] この画像デ一タはビッ卜数が増えるほど表示する階調数が多くなつていく

が、それに伴って画像品位が低下 し易くなる。これに対 し、例えば、各サブ

ピクセルに入力する信号が 1 ビッ卜から4 ビット （1 6 階調、 4 0 9 6 色）

程度の低ビッ卜の画像デ一タであれば階調表示数が少ないために画像の品位

低下が少ない。

[0035] 例えば、画素の電圧保持率が 9 9 . 5 %の場合、 1 フレームにおける電圧

降下は4 ビット （1 6 階調）のとき、階調毎の電圧差の約 7 %程度である。

通常 6 0 H z であるフレームレ一 卜を2 0 H z ( 3 回に 1 回書き込み）にし

ても、その電圧変化量は約 2 0 % になり、テキス ト表示には問題ないレベル

である。

[0036] よって、低ビットの画像データを低いフレーム周波数で書き込むことによ

り、表示品位を損なうことなく、低消費電力を実現することができる。

[0037] ビットから4 ビットのデータとしては、例えば、テキス トデータ、並び



に白、黒及び R G B の原色か らなる群より選ばれる少な くとも 1 つの色によ

つて表示される画像データを含む。 この画像データとしては、例えば、書籍

(文字、テキス ト）、 ワープロ ドキュメン ト又はアイコン等が挙げられる。

[0038] また、 1 ビッ トか ら4 ビッ トのデータ以外の画像データとは、多数の階調

によって画像が表示される、すなわち色数が多い多 ビッ 卜の画像データであ

り、例えば、 5 ビッ ト以上のデータである。 この第 2 の画像データによって

表示されるものとしては、例えば、写真又はスライ ドシ ョ一等の静止画像又

は動画像を含む。

[0039] 以下の説明において、第 1 の画像データを表示する領域をテキス ト表示領

域 と称 し、第 2 の画像データを表示する領域をフルカラ一表示領域 と称する

[0040] 例 えば、図 1 中、 ソースラインS L 1 か らソースラインS L n までの範囲

と、ゲ一 トラインG L か らゲ一 トラインG L n までの範囲によって囲まれ

る領域 2 1 がテキス ト表示領域である。 また、図 1 中、 ソースラインS L n

か らソ一スラインS L n + a までの範囲と、ゲ一 トラインG L n か らゲ一 卜

ラインG L n + a までの範囲によって囲まれる領域 2 0 がフルカラ一表示領

域である。

[0041 ] なお、本明細書では、第 1 の画像データを表示する領域をテキス ト表示領

域 と称 しているが、上述 したように、第 1 の画像データに含まれるアイコン

等、低 ビッ 卜の画像データもテキス ト表示領域に表示され得る。

[0042] 入力データ供給源 としては、特に限定されるものではな く、例えば、携帯

電話、携帯型ゲーム機、 P D A ( P e r s o n a l D i g i t a l A s

s i s t a n t s ) デジタルカメラ、 ノ一 卜型パソコン、電子プック等が

挙げられる。

[0043] バ ックライ ト6 は、液晶パネル 1 の背面側 （すなわち、表示面 とは反対側

) に設けられ、液晶パネル 1 に光を照射する。ノくッ クライ 卜6 は特に限定さ

れるものではな く、例えば、 L E D (発光ダイオー ド）等の従来公知の発光

素子を用いた光源を用いればよい。



[0044] なお、本実施形態では、表示装置 1 0 0 がコン トローラ 5 を内蔵 している

構成であるが、コン トローラ 5 を表示装置 1 0 0 の外部に設ける構成であつ

てもよい。また、ゲ一 卜ドライバ 2 及びソース ドライバ 3 が液晶パネル 1 の

外部に設ける構成であるが、ゲ一 卜ドライバ 2 及びソース ドライバ 3 のうち

少なくとも一つを液晶パネル 1 と一体的に形成 してもよい。

[0045] ( 1 - 2 . フレーム周波数の制御）

次に、本実施形態におけるフレーム周波数の制御方法 （制御ステップ）に

ついて説明する。

[0046] 表示装置 1 0 0 において、入力データ供給源からコン トローラ 5 に入力さ

れる入力データには、テキス トデータ等の画像データ、水平同期信号及び垂

直同期信号等の制御信号とが含まれている。コン トローラ 5 は、入力データ

供給源から水平同期信号及び垂直同期信号等の制御信号を取得 し、取得 した

制御信号に基づいてゲー 卜制御信号及びソース制御信号を生成 して、ゲー 卜

ドライバ 2 及びソース ドライバ 3 にそれぞれ供給する。

[0047] このゲ一 卜制御信号はゲ一 卜ドライバ 2 の駆動のタイミングを制御するた

めのタイミング信号であり、ゲ一 卜スター トパルス、ゲ一 卜シフ トクロック

、ゲ一 卜出力イネ一プル等が含まれる。また、データ制御信号はソース ドラ

ィバ 3 の駆動のタイミングを制御するためのタイミング信号であり、ソース

スター トパルス、ソースシフ トクロック、ソース出力イネ一プル、極性反転

信号等が含まれる。

[0048] また、上述 したように、コン トローラ 5 は、液晶パネル 1 に表示するため

の画像データを含む入力データを取得すると、取得 した入力データのうち、

第 1 の画像データと第 2 の画像データとで、複数のソースラインS L のそれ

ぞれに画像データを供給する際のフレーム周波数を変えている。

[0049] 具体的には、取得 した入力データが画素を構成する3 つのサブピクセルそ

れぞれに対 して 1 ビッ卜から4 ビッ卜程度の低 ビッ卜のデータであれば第 1

の画像データ、それ以上のビッ卜数のデータであれば第 2 の画像データと判

断 し、第 1 の画像データと判断 したデータを供給するソースラインS L には



、第 2 の画像データと判断 したデータを供給するソースラインS L よりも低

ぃ フ レーム周波数で供給する。

[0050] 一般 に、例えば 1 ビッ 卜か ら4 ビッ 卜程度の低 ビッ 卜の画像データは階調

表示数が少ないため、多階調を表示するデータよりも画質の品位低下が少な

し、。 よって、低 ビッ トの画像データを低いフ レーム周波数で書 き込んだとし

ても、表示品位を損なうことがない。

[0051 ] また、表示パネル として液晶パネル 1 を用いた場合、一般的にデータ信号

を書 き込む際に極性を正負反転させるが、 この極性反転において電力が消費

される。

[0052] 本実施形態によれば、第 1 の画像データは画質の品位低下が少ないため、

第 2 の画像デ一タをソー ス ライ ン S L に供給するフレーム周波数よりも低 く

することができる。よって、第 1 の画像データによる極性反転の数が減ると

共に、第 1 の画素データをソースラインS L に供給するソース ドライバ 3 の

駆動電力も抑えることができる。 したがって、低消費電力を実現することが

で きる。

[0053] ここで、 フレーム周波数 （H z ) とは、 1 秒間当た りに書 き換えるフレー

厶の数を表す。なお、本実施形態では通常 （すなわち、 フレーム周波数を下

げていない状態）のフ レーム周波数を 6 0 H z とする。 また、 フ レームの書

き換えを 「書 き込み」又は 「リフレッシュ」ともいう。

[0054] 本実施形態におけるテキス 卜表示領域 とフル カラ一表示領域 とのフ レーム

周波数の比較を図 3 に示す。図 3 は、表示装置 1 0 0 におけるテキス ト表示

領域 とフル カラ一表示領域 とのフ レーム周波数の比較を示す表である。

[0055] 図 3 の表 において、 「O N 」、 「0 F F 」はソースラインS L に画像デ一

タを供給 しているか否かを表 している。

[0056] この表に示すように、 フルカラ一表示領域では、毎 フレーム書 き換えを行

なっている。一方、テキス ト表示領域では始めのフレーム 1 では書 き換えを

行なっているが、 フレーム 2 か らフレーム 1 0 までは待機 フレーム （休止フ

レーム）としており、書 き換えを行なっていない。



[0057] つまり、テキス ト表示領域を書 き込むフレームの周期は 1 0 周期であ り、

このときのフレーム周波数はフルカラ一表示領域のフレーム周波数の 1 0 分

の 1 である。

[0058] 表示パネルの仕様等にもよるが、 ここでは、全画面がフルカラ一表示領域

(すなわち、通常のフレーム周波数で表示される）である場合に消費される

電力が、 1 フレームあた り 1 O mWの液晶パネル 1 を例に説明する。

[0059] 図 4 は、 クロック発生器の発振周波数 と消費電力との関係を示すグラフで

あ り、 グラフの横軸は発振周波数 （H z ) を示 し、縦軸は表示パネルにおけ

る消費電力 （mW ) を示す。

[0060] 液晶パネル 1 の全画面がテキス ト表示の場合、 1 フレームは 「O N 」にす

るため、消費電力は 1 O mW になる。次に、 2 フレームか ら 1 0 フレームま

では 「O F F 」にするが、 このとき書 き込みタイミングを決めるためのタイ

ミングクロック等は常時動作 しているため、消費電力は 0 mW にはな らず、

図 4 のダラフ中矢印で示すように、例えばク口ック周波数が約 5 0 0 K H z

の場合には概ね 2 mW になる。

[0061 ] したがって、 この場合の平均消費電力は （1 0 + 2 X 9 ) / 1 0 = 2 . 8

mW にな り、 フルカラ一表示の場合 と比較 して約 7 0 % の消費電力を削減で

きる。

[0062] そのため、例えば液晶パネル 1 の全画面に対するフルカラ一表示領域 とテ

キス 卜表示領域 との割合が、図 5 に示すように 5 0 % ずつである場合、画面

全体における消費電力は平均約 5 . 4 mW になる。すなわち、全画面がフル

カラ一表示領域である場合 と比較 して、 4 0 %以上消費電力を削減できる。

図 5 は、表示装置 1 0 0 が備える液晶パネル 1 の全画面に対するフルカラ一

表示領域 とテキス 卜表示領域 との割合を示す図である。

[0063] 特 に、表示装置 1 0 0 を電子プックとして利用する場合、全画面の 8 0 %

以上がテキス ト表示で作業され得る。そのため、 フルカラ一表示に対 して 6

0 %以上消費電力を削減できる。

[0064] その後、 フレーム 1 1 ではテキス ト表示領域も書 き換えを行なうため、全



画素にデータが書き込まれることになる。なお、テキスト表示領域の書き換

えを行なわないことを 「待機」、 「休止」又は 「非リフレッシュ」ともいう

[0065] ( 1 - 3 . リフレッシュ）

一般的に、中間調を表示する場合には毎フレーム書き換えなくては画質を

維持することができない。言い換えれば、フルカラ一表示領域の画素は電圧

の保持率が低い。そのため、フルカラ一表示領域では、図6 に示すように、

フレーム毎に画素電位を反転させて交流化駆動させている。図6 は、テキス

卜表示領域の画素電位の保有率とフルカラ一表示領域の画素電位の保有率と

をする図である。

[0066] これに対し、本実施形態においてテキスト表示領域に表示するテキストデ

- タが例えば 1 ビットのデータであれば、中間調を表示しない。そのため、

トランジスタの性能に依存するが、 1 フレーム毎に保持電圧が低下する割合

は例えば 1%程度であり、画素電位の保有率低下は図6 に示すように緩やか

である。

[0067] ここで、テキストデータを書き込んだとき （リフレッシュしたとき）の電

圧保持率を 1 0 0 %とすると、 9 0 %までの保持率低下であれば、ユーザは

不具合なくテキストを読むことができる。よって、テキスト表示領域では、

フレームを頻繁に書き換えなくても一定の画質を維持することができる。

[0068] また、上述したように、全画素の書き込みを行なう場合の消費電力と比較

して、テキス卜表示領域の画素書き込みを数フレームに 1回とすることによ

り、従来の液晶パネル 1の全画面を書き換える形態と比較して、図 7 及び図

8 に示すように平均消費電力を低減することができる。図 7 は、表示装置 1

0 0 において液晶パネル 1のデータ書き換えにかかる平均消費電力を示す図

であり、図8 は、テキスト表示領域及びフルカラ一表示領域それぞれのデ一

タ書き換えにかかる平均消費電力を示す図である。

[0069] なお、図8 のテキスト表示領域では、非リフレッシュ期間の消費電力が2

mWであり、リフレッシュ期間の消費電力が 1 O mWであり、これらの期間



の平均が 2 . 8 mW であることを示す。 また、図 7 に示す液晶パネル 1 のデ

—タ書 き換えにかかる平均消費電力は、図 8 に示すテキス 卜表示領域及びフ

ルカラ一表示領域それぞれのデータ書 き換えにかかる平均消費電力を平均 し

たものである。

[0070] このように、表示装置 1 0 0 によれば、 フルカラ一表示領域では毎 フレー

厶書 き換えを行なうために表示品位を落 とすことがな く、テキス 卜表示領域

ではフルカラ一表示領域よりもフレーム周波数を低 くして書 き換え数を減 ら

すことによって、消費電力を低減することができる。

[0071 ] さ らに、例えば、図 6 に示すゲ一 トラインG L 1 ~ G L n では、ライン上

にフルカラ一表示領域がない。そのため、 このゲ一 トラインG L 1 ~ G L n

に対 しては、ゲ一 卜ドライバ 2 は 0 F F の電圧を出 し続ければよく、ゲ一 卜

ドライバ 2 の消費電力を低減することができる。

[0072] このとき、 ソース ドライバ 3 は 0 F F の固定電位をかければよいため、ゲ

— トラインG L 1 ~ G L n 上の領域における画素の電位差が変動 しない。よ

つて、画素変位に伴 って消費される電力も低減することができる。

[0073] ( 1 — 4 . 休止フレームの リセッ ト）

ところで、上述 した非 リフレッシュ期間に第 1 の画像データの書 き換え指

示を含む入力データを取得することがある。そのため、表示装置 1 0 0 が、

第 1 の画像データを供給 しない休止フレーム （待機 フレームともいう）期間

をカウン 卜するカウン ト手段を備えていることが好ま しい。

[0074] ここでいう 「休止フレーム期間」とは、予め定め られた休止フレームの数

だけデータの書 き込みを行なわない期間である。

[0075] つまり、 コン トローラ 5 は、休止フレームにおいて第 1 の画像データの書

き換え指示を含む入力データを取得 したとき、休止フレームの次のフレーム

において第 1 の画像データを供給するようにソース ドライバ 3 を制御 し、力

ゥン 卜手段は、次のフレームか ら新たに休止フレーム期間をカウン 卜するこ

とができる。

[0076] 本実施形態では、上述 したようにテキス ト表示領域への書 き込みを 1 0 周



期 としている。 このとき、図 9 に示すように、待機 フレーム期間中にテキス

卜書 き換え指示を取得 した場合 （フ レーム 6 ) 、 コ ン トロー ラ 5 は、テキス

卜書 き換え指示を取得 したフレームの次のフレーム （フレーム 7 ) で第 1 の

画像データを供給するようにソース ドライバ 3 を制御する。 これにより、 フ

レーム 7 では全画素の書 き込みが行なわれる。

[0077] 図 9 は、表示装置 1 0 0 におけるテキス ト表示領域 とフル カラ一表示領域

とのフレーム周波数の比較を示す表である。

[0078] このように全画素の書 き込みが行なわれると、カウン ト手段は、 フレーム

7 か ら新たに休止フレーム期間をカウン 卜する。よって、書 き換え後に速や

かに所定の休止フレーム期間を始めか ら再開することができる。

[0079] なお、カウン ト手段の機能はコン トローラ 5 が有 していてもよい し、別途

カウン ト手段を備える構成であってもよい。

[0080] また、第 1 の画像データの書 き換え指示は、第 1 の画像データのサイズ変

更指示を含んでいてもよい。

[0081 ] 例 えば、液晶パネル 1 の全画面に対するフル カラ一表示領域 とテキス ト表

示領域 との割合が 5 0 % ずつであるときに （図 1 0 の （a ) ) 、テキス ト表

示領域のサイズを 7 0 % に拡大するという指示を取得 した場合、 コン ト口一

ラ 5 は、サイズ変更指示を取得 したフレームの次のフレームで全画素の書 き

込みを行なうようにソース ドライバ 3 を制御する。

[0082] これにより、テキス ト表示領域のサイズが 7 0 % であ り、 フルカラ一表示

領域が 3 0 % である割合でそれぞれの画像データが表示される （図 1 0 の （

b ) ) 。図 1 0 は、表示装置 1 0 0 が備える液晶パネル 1 の全画面に対する

フルカラ一表示領域 とテキス 卜表示領域 との割合を示す図である。

[0083] この場合も、カウン ト手段は、全画素の書 き込みを行なったフレームか ら

新たに休止フレーム期間をカウン 卜する。よって、休止フレーム期間にサイ

ズ変更指示を取得 しても、サイズ変更後に速やかに所定の休止フレーム期間

を始めか ら再開することができる。

[0084] ( 1 _ 5 . テキス トデータの変換）



次に、本実施形態において、入力データに多階調のテキス トデータが含ま

れる場合のデータ変換方法について、図 1 1 及び図 1 2 を参照 して説明する

[0085] 図 1 1 は、表示装置 1 0 0 の変形例を示すプロック図であ り、図 1 2 は、

多階調のテキス 卜データを 1 ビッ トのテキス 卜データに変換する際の処理の

流れを示すフローチヤ一 卜である。

[0086] 表示装置 1 0 0 は、図 1 1 に示すように、入力データに、多階調のテキス

卜データが含まれるか否かを判定 し、多階調のテキス 卜データが含まれる場

合、当該テキス トデータをサブピクセル一つ当た り 1 ビッ 卜〜 4 ビッ 卜のデ

—タに変挺するC P U 7 ( c e n t r a l p r o c e s s i n g u n i

t 、変換手段）をさらに備えていてもよい。 この場合、 コン トローラ 5 は、

C P U 7 によって変換されたテキス 卜データを第 1 の画像データとする。

[0087] 例 えば、入力データには多階調のテキス トデータが含まれることがある。

つまり、文字 （テキス トデータ）が白、黒及び R G B の原色か らなる群より

選ばれる少な くとも 1 つの色によって表示されるデータではな く、緑又は黄

色などの中間調の色によって表示されるデータであることがある。

[0088] そのため、入力データに、多階調のテキス トデータが含まれるか否かを判

定 し、多階調のテキス トデータが含まれる場合にサブピクセル一つ当た り 1

ビッ 卜〜 4 ビッ 卜のデータに変換することにより、より低いフレーム周波数

で駆動することが可能な領域が増える。

[0089] 本実施形態では、図 1 2 に示すように、 まず、 C P U 7 が入力データ供給

源か ら入力データを取得 し （ステ ップS 1 ) 、取得 した入力データにテキス

卜データが含まれるか否かを判定する （ステ ップS 2 ) 。

[0090] ここで、テキス トデータが含まれていると判定 した場合 （ステ ップS 2 に

て 「Y E S 」）、 C P U 7 は、 さらに、テキス トデータが、サブピクセル一

つ当た り 1 ビッ 卜〜 4 ビッ 卜のテキス 卜データであるか、多階調のテキス 卜

データであるかを判定する （ステ ップS 3 ) 。

[0091 ] —方、テキス トデータが含まれていないと判定 した場合 （ステ ップS 2 に



て 「N O」）、コン卜ローラ5 はアイコン等の第 1の画像データと判定した

入力データに関しては上述したように低いフレーム周波数で駆動し、第 2 の

画像データと判定した入力データに関しては毎フレーム書き換える （ステツ

プS 4 ) 。

[0092] ステップS 3 にて多階調のテキストデータであると判定した場合、C P U

7 は、多階調のテキストデータを 1 ビットのデータに変換する （ステップS

5 ) 。

[0093] 1 ビットのデータへの変換方法は特に限定されるものではなく、例えば、

多階調のテキス卜データであると判定した場合は、該データの階調に関係な

く、すべてモノクロで表示するように変換してもよい。

[0094] 例えば、 2 5 6 階調のデータが入力された場合、 1 ビット変換のスライス

レベルを任意に設定しておくことによって、強制的に多階調のデータを 1 ビ

ッ卜のデータに変換することができる。例えば、 0 ~ 1 6 階調までのデ一タ

を 「0 」、すなわち黒に変換し、 1 7 ~ 2 5 5 階調までのデータを 「1」、

すなわち白に変換して出力する。これにより、多階調のテキストデータが入

力されたとしても、低いフレーム周波数で駆動させることができる。

[0095] なお、ここでは多階調のテキストデータを 1 ビットのデータに変換する例

を挙げているが、これに限定されるものではなく、例えば2 ビットに変換す

る場合も同様の方法を適用することができる。この場合にも、画質の劣化を

伴わずに、書き換えフレームを低減することができる。

[0096] その後、コントローラ5 は、C P U 7 によって変換されたテキストデータ

を第 1の画像データとし、第 2 の画像データよりも低いフレーム周波数で駆

動するようにソースドライバ 3 を制御する （ステップS 6 ) 。

[0097] 例えば、入力データに多階調のテキストデータが含まれる場合、上述した

ような変換処理を行なわない場合には、多階調のテキス卜データを第 2 の画

像データであるとして、毎フレーム書き換えるように制御してしまう。

[0098] そこで、入力データに多階調のテキス卜データが含まれるか否かを判定し

、多階調のテキストデータが含まれていれば、例えば 1 ビットのデータに変



換することにより、より低いフレーム周波数で駆動することが可能な領域が

増える。よって、さらに消費電力を低減することができる。

[0099] なお、本実施形態ではC P U 7 がデータの変換機能 （テキスト有り無し判

定を含む）を有しているが、この形態に限定されるものではない。例えば、

コントローラがデータの変換機能を有していてもよいし、該機能を有する他

の部材を内蔵してもよい。また、外付けの装置においてデータの変換を行な

つてもよい。

[01 00] ( 1 _ 6 . 第 1の画像データの書き込み周期）

ここで、図 1 3 を参照して、第 1の画像データを書き込む周期の設定につ

いて説明する。図 1 3 は、表示装置 1 0 0 におけるテキスト表示領域とフル

カラ一表示領域とのフレーム周波数の比較を示す表である。

[01 0 1 ] 上述した実施形態では、第 1の画像データを書き込むフレームを 1 0 周期

毎にしているが、例えば、フレーム毎に画像データの書き込み極性を反転さ

せる場合、第 1の画像データを書き込むフレームを 1 0 周期にした場合、デ

—夕の書き込み極性が常に一方に偏ってしまう。

[01 02] つまり、 1 0 周期でデータを書き込む場合、図 1 3 の表に示すように、最

初に第 1の画像データを書き込むフレーム 1では 「十」の極性であり、次に

データを書き込むフレーム 1 1では 「十」の極性であり、さらにデータを書

き込むフレーム2 では 「十」の極性である。

[01 03] このように、データの書き込み極性が常に一方に偏ってしまうと、液晶パ

ネル 1では 「焼きつき」が生じ、短寿命となる。

[01 04] そこで、コントローラ5 は、第 1の画像データ及び第 2 の画像データを同

時に供給してから、次回、第 1の画像データ及び第 2 の画像データを同時に

供給するまでに第 2 の画像データのみを偶数フレーム供給するように制御す

ることが好ましい。これにより、一定の極性に偏らずに画像データを書き込

むことできるため、焼きつきの発生を抑えることができる。

[01 05] 例えば、図 1 3 の表では、第 1の画像データの書き込み周期を5 周期とし

ている。そのため、最初に第 1の画像データを書き込むフレーム 1では 「十



」の極性であ り、次 にデータを書 き込むフ レーム 6 では 「― 」の極性であ り

、次 にデータを書 き込むフ レーム 1 1 では 「十」の極性であ り、 さ らにデ一

タを書 き込むフ レーム 1 6 では 「― 」の極性である。

[01 06] このように、第 1 の画像データの書 き込むフ レームでは、毎回極性が反転

するように書 き込んでいるため、焼 きつ きの発生を抑 え、長寿命 になる。

[01 07] なお、本実施形態ではフ レームの書 き込み周期 を固定させているが、例 え

ば、一定の期間が経過 した後 に異なる書 き込み周期 に変更されるように制御

してもよい。

[01 08] また、液晶パネル 1 が ノ一マ リ一ホワイ トモー ドである場合、テキス ト表

示領域の背景 を白表示 に し、文字 を黒表示 にすることによ り、文字の部分の

みを駆動 させればよいため、駆動領域 を最小化で きる。 よって、ゲ一 卜ドラ

ィバ 2 の消費電力を低減することがで きる。

[01 09] —方、液晶パネル 1 が ノ一マ リ一ブラックモー ドである場合、テキス ト表

示領域の背景 を黒表示 に し、文字 を白表示 にすることによ り、文字の部分の

みを駆動 させればよいため、駆動領域 を最小化で きる。 よって、ゲ一 卜ドラ

ィバ 2 の消費電力を低減することがで きる。

[01 10 ] このように、表示装置 1 0 0 によれば、表示品位が低下 し易い第 2 の画像

データは毎 フ レーム書 き換 え、表示品位が低下 し難 い第 1 の画像データのフ

レーム周波数 を低下させることによ り、表示品位 を損な うことがない。 また

、第 1 の画像データのフ レーム周波数 を低下させることによ り、データの書

き換 えに要する消費電力を低減することがで きる。

[01 11] さ らに、表示装置 1 0 0 では、 フ レーム周波数 を落 とす第 1 の画像データ

を表示する領域 は固定されず、取得 した入力データに応 じて、都度、表示領

域 を変えている。 また、 フ レーム周波数 を落 とすのは、文字又はアイコン等

、画素電位の保有率低下が少ないデータである。 よって、何 もデータを表示

しない非表示領域が生 じるものではないため、画面全体の表示領域 を狭 くす

ることがない。

[01 12 ] また、文字又はアイコン等は画素電位の保有率低下が少ないため、 これ ら



のデータを画素 に保有 してお くためのメモ リ等 を備 える必要がない。 よって

、従来の表示パネル と比較 して開口率が低下することがないため、画面全体

が暗 くな らない。

[01 13 ] 〔第 2 の実施形態〕

本発明の表示装置 に関する他の一実施形態 について説明する。第 2 の実施

形態では、表示パネル と して有機 E L パ ネル を用いている以外は、第 1 の実

施形態 にて説明 した図面 と同 じ機能 を有する部材 を備 えているため、 その説

明を省略する。

[01 14] 図 1 4 は、本発明の他の一実施形態 に係 る表示装置が備 える有機 E L ( e

l e c t r o l u m i n e s c e n c e ) ノ《ネルの等価回路の構成 を示す

図である。

[01 15] 図 1 4 に示すように、有機 E L パ ネルの構造は、 2 つの トランジスタ 3 3

， 3 4 と 1 つのキャパシタ 3 6 とを備 えた構造である。具体的には、データ

線 3 0 と走査線 3 との交差部 にスイ ッチ ング用の N M O S T F T 3 3 (

以下、 T という）が配置 され、駆動用の P M O S T F T 3 4 (以下、

T r 2 とい う）に電源 を供給するための電源供給線 3 2 が配 されている。

[01 16] 信号 ライン 3 0 と走査 ライン 3 1 との交差部の T r 1 をオ ンにすると、 キ

ャパシタ 3 6 が充電され、有機 E L 素子 3 5 を発光 させるために T r 2 を才

ンに している間、電源供給線 3 2 か ら電流が供給 されると有機 E L 素子 3 5

が発光する。

[01 17] 表示装置 1 0 0 が有機 E L パ ネル を備 える場合、テキス ト表示領域の背景

を黒表示 に し、文字 を白表示 にすることによ り、駆動領域 を最小化で きる。

よって、液晶パネル 1 と同様 にゲ一 卜ドライバ 2 の消費電力を低減すること

がで きる。

[01 18] また、テキス ト表示領域の背景が黒表示であればその領域 を発光 させる必

要がな く、 T r 1 及び T r 2 は共 に駆動する必要がない。 また、 キャパシタ

3 6 の充電が終 了 した後 は T をオ ンにする必要がない。 よって、消費電

力を低減で きる。テキス 卜表示領域 における文字は白表示 に限定されるもの



ではな く、 R G B 単色であ ってもよい。

[01 19] なお、 キャパシタ 3 6 の 自由放電があるため、液晶 と同様 に数 フ レームに

1 回は書 き換 える必要がある。例 えば、図 1 5 に示すように、第 1 の実施形

態 と同様 に、 フル カラ一表示領域が毎 フ レ一厶画素 を書 き換 えるのに対 し、

テキス ト表示領域では画素の書 き換 えを数 フ レーム周期で行な う。図 1 5 は

、本発明の他の一実施形態 に係 る表示装置 におけるテキス 卜表示領域 とフル

カラ一表示領域 とのフ レーム周波数の比較 を示す表である。

[01 20] ここでは、テキス ト表示領域の書 き込み フ レームでは T r 1 を 0 N に し、

待機 フ レームでは T r 1 を 0 F F してお り、 フル カラ一表示領域の 1 0 分の

1 の フ レーム周波数で書 き換 えを行な っている。 この ときの駆動電圧及び素

子発光強度 について図 1 6 を参照 して説明する。図 1 6 は、 T r 1 の O N /

O F F に伴 う駆動電圧及び素子発光強度 を示す図である。

[01 2 1 ] 図 1 6 において、 「T r 1 オ ン/ オ フ」のタイミングは図 1 5 に示す T r

1 のオ ン/ オ フのタイミングと同期 している。すなわち、図 1 6 はテキス ト

表示領域の T の動作 を表 している。

[01 22] この例のテキス ト表示領域では、 1 0 フ レームに 1 回 T r 1 をオ ン してお

り、 T r 1 に繋 が っているキャパシタの電圧は、有機 E L の発光 を制御する

T r 2 のゲ一 卜電圧 を 1 0 フ レーム維持で きる。

[01 23] なお、本実施形態では、テキス ト表示領域の背景 を黒表示 し、文字 （テキ

ス ト又はアイコン等）を白表示又はカラ一表示するため、図 1 6 に示すよう

に、有機 E L 素子 3 5 の発光強度 を維持 しつつフ レーム周波数 を低減で きる

[01 24] また、液晶パネル 1 と同様 に全画面 をフル カラ一表示領域 とテキス ト表示

領域 とに分 けることによ り、テキス 卜表示領域の書 き換 えを毎 フ レ一厶行な

わな くてもよいため、消費電力を低減することがで きる。図 1 7 は、テキス

卜表示領域及び フル カラ一表示領域 それぞれのデータ書 き換 えにかかる平均

消費電力を示す図である。

[01 25] このように、有機 E L パ ネル を用いた場合 にも、液晶パネル 1 と同様 にテ



キス 卜表示領域の書 き換 えを毎 フ レ一厶行なわな くても表示品位 を損な うこ

とな く、 また、駆動電圧 を下げることがで きるため、消費電力の低減 を実現

することがで きる。

[01 26] ( プログラム及び記録媒体）

最後 に、表示装置 1 0 0 に含 まれている各部 は、ハー ドウェアロジ ックに

よって構成すればよい。又は、次のように、 C P U を用いてソフ トウェアに

よって実現 してもよい。

[01 27] すなわち表示装置 1 0 0 は、各機能 を実現するプログラムの命令 を実行す

るC P U 、 このプログラムを格納 した R O M、上記 プログラムを実行可能な

形式に展開する R A M、及び、上記 プログラム及び各種データを格納するメ

モ リ等の記憶装置 （記録媒体）を備 えている。 この構成 によ り、本発明の 目

的は、所定の記録媒体 によっても達成で きる。

[01 28] この記録媒体は、上述 した機能 を実現するソフ トウェアである表示装置 1

0 0 の プログラムのプログラムコー ド （実行形式 プログラム、 中間コー ドプ

ログラム、 ソースプログラム）をコンピュータで読み取 り可能 に記録 してい

ればよい。表示装置 1 0 0 に、 この記録媒体 を供給する。 これによ り、 コン

ピュー夕と しての表示装置 1 0 0 (又 は C P U や M P U ) が、供給 された記

録媒体 に記録 されているプログラムコ一 ドを読み出 し、実行すればよい。

[01 29] プログラムコー ドを表示装置 1 0 0 に供給する記録媒体は、特定の構造又

は種類のものに限定されない。すなわち この記録媒体は、例 えば、磁気テ一

プ又はカセ ッ トテープ等のテープ系、 フロッピ一 （登録商標）デ ィスク/ ハ

- ドデ ィスク等の磁気デ ィスク又は C D _ R O M/M O / M D / D V D / C

D — R 等の光デ ィスクを含むデ ィスク系、 I C カー ド （メモ リカー ドを含む

) / 光 力一 ド等のカー ド系、 も しくはマスク R O M / E P R O M / E E P R

O M / フラ ッシュ R O M 等の半導体 メモ リ系な どとすることがで きる。

[01 30] また、表示装置 1 0 0 を通信 ネ ッ 卜ワークと接続可能 に構成 しても、本発

明の 目的を達成で きる。 この場合、上記のプログラムコー ドを、通信 ネ ッ ト

ワークを介 して表示装置 1 0 0 に供給する。 この通信 ネ ッ トワークは表示装



置 1 0 0 にプログラムコー ドを供給で きるものであればよ く、特定の種類又

は形態 に限定されない。例 えばインタ一ネ ッ ト、 イン トラネ ッ ト、エキス 卜

ラネ ッ ト、 L A N、 I S D N V A N C A T V 通信網、仮想専用網 （V ί

r t u a l P i v a t e N e t w o r k ) 、 電話回線網、移動体通信

網、衛星通信網等であればよい。

[01 3 1 ] この通信 ネ ッ トワークを構成する伝送媒体 も、 プログラムコー ドを伝送可

能な任意の媒体であればよ く、特定の構成又は種類のものに限定されない。

例 えば I E E E 1 3 9 4 、 U S B 、電力線搬送、ケ一プル T V 回線、電話線

、 A D S L ( A s y m m e t r i c D i g i t a l u b s c i b e

r L i n e ) 回線等の有線でも、 I r D A や リモコンのような赤外線、 B

I u e t o o t h (登録商標）、 8 0 2 . 1 1 無線、 H D R、携帯電話網、

衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。

[01 32] 本発明は上述 した実施形態 に限定されるものではな く、請求項 に示 した範

囲で種 々の変更が可能であ り、実施形態 に開示 された技術的手段 を適宜組み

合わせて得 られる実施形態 についても本発明の技術的範囲に含 まれる。

(その他）

また、本発明の一態様 に係 る表示装置では、上記表示パネルの各画素は R

G B 3 つのサ ブピクセルか ら構成 されてお り、上記制御手段 は、上記入力デ

—タの うち、上記サ ブピクセル一つ当た り 1 ビッ 卜か ら4 ビッ 卜で割 り当て

られる画像データを上記第 1 の画像データと し、上記サ ブピクセル一つ当た

り 1 ビッ 卜か ら4 ビッ 卜で割 り当て られる画像データ以外 を上記第 2 の画像

データと して、上記信号 ドライバ を制御することが好 ま しい。

[01 33] 上記の構成 によれば、取得 した入力データの うち、サ ブピクセル一つ当た

り 1 ビッ 卜か ら4 ビッ 卜の画像データであれば第 1 の画像データと して、 よ

り低 いフ レ一厶周波数で画像データを信号線 に供給するように制御 し、 それ

以外の画像データであれば第 2 の画像データと して、通常のフ レーム周波数

で画像データを信号線 に供給するように制御する。

[01 34] ビッ トの画像データとは 「F F 」又は 「0 0 」のデータであ り、 R G B



3 色のカラ一パネルに適用した場合、 2 値 8 色表示になる。なお、 1画素を

形成するR G Bの各サブピクセルの信号に 「F F」又は 「0 0 」を入力する

と、白又は黒のいずれかの色で表示されるため、モノクロ画像になる。

[01 35] この画像デ一タはビッ卜数が増えるほど表示する階調数が多くなつていく

が、それに伴って画像品位が低下し易くなる。これに対し、例えば、各サブ

ピクセルに入力する信号が 1 ビッ卜から4 ビット （1 6 階調、4 0 9 6 色）

程度の低ビッ卜の画像デ一タであれば階調表示数が少ないために画像の品位

低下が少ない。

[01 36] よって、低ビットの画像データを低いフレーム周波数で書き込むことによ

り、表示品位を損なうことなく、低消費電力を実現することができる。

[01 37] また、本発明の一態様に係る表示装置では、上記入力データに、多階調の

テキス卜データが含まれるか否かを判定し、多階調のテキス卜データが含ま

れる場合、当該テキストデータを上記サブピクセル一つ当たり1 ビッ卜〜4

ビットのデータに変換する変換手段を備え、上記制御手段は、上記変換手段

によって変換されたテキス卜データを上記第 1の画像データとすることが好

ましい。

[01 38] 例えば、入力データには多階調のテキストデータが含まれることがある。

そのため、入力データに、多階調のテキストデータが含まれるか否かを判定

し、多階調のテキス卜データが含まれる場合に 1 ビッ卜〜4 ビッ卜のデータ

に変換することにより、より低いフレーム周波数で駆動することが可能な領

域が増える。よって、さらに消費電力を低減することができる。

[01 39] また、本発明の一態様に係る表示装置では、上記制御手段は、上記第 1の

画像データ及び第 2 の画像データを同時に供給してから、次回、上記第 1の

画像データ及び第 2 の画像データを同時に供給するまでに上記第 2 の画像デ

—タのみを偶数フレーム供給するように制御することが好ましい。

[0140] 例えば、フレーム毎に画像データの書き込み極性を反転させる場合、第 1

の画像データを書き込むフレームを 1 0 周期等にした場合、データの書き込

み極性が常に一方に偏ってしまう。この場合、例えば液晶パネルでは 「焼き



つき」が生じ、短寿命となる。

[0141 ] そこで、第 1 の画像データ及び第 2 の画像データを同時に供給 してから、

第 2 の画像データのみを偶数フレーム供給 し、再び第 1 の画像データ及び第

2 の画像データを同時に供給する。これにより、一定の極性に偏らずに画像

データを書き込むことできるため、焼きつきの発生を抑えることができる。

[0142] また、本発明の一態様に係る表示装置では、上記第 1 の画像データを供給

しない休止フレーム期間をカウン卜するカウント手段を備え、上記制御手段

は、休止フレームにおいて上記第 1 の画像データの書き換え指示を含む入力

データを取得 したとき、上記休止フレームの次のフレームにおいて上記第 1

の画像データを供給するように上記信号 ドライバを制御 し、上記カウント手

段は、上記次のフレームから新たに上記休止フレーム期間をカウン卜するこ

とが好ましい。

[0143] これにより、例えば、休止フレーム期間に第 1 の画像データの書き換え指

示が来たとしても、書き換え後に速やかに休止フレーム期間を始めから再開

することができる。

[0144] また、上記書き換え指示は、上記第 1 の画像データのサイズ変更指示を含

むことが好ましい。

[0145] これにより、例えば、休止フレーム期間に第 1 の画像データのサイズ変更

指示が来たとしても、書き換え後に速やかに休止フレーム期間を始めから再

開することができる。

[0146] また、本発明の一態様に係る表示装置では、上記表示パネルは、液晶表示

パネル又は有機 E L 表示パネルであることが好ましい。

[0147] 上記の構成によれば、多階調のカラ一表示を好適に行なうことができると

共に、消費電力を低減することができる。

[0148] なお、上記表示装置は、コンピュータによって実現 してもよい。この場合

、コンピュータを上記各手段として動作させるためのプログラム、及びその

プログラムを記録 したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本発明の範

疇に入る。



産業上の利用可能性

[0149] 本発明は、例えば、液晶パネル又は有機 E L パネル を備えた電子ペーパー

、携帯電話、電子辞書等の表示装置に好適に利用することができる。

符号の説明

[01 50] 液晶パネル （表示パネル）

ゲ一 卜ドラ

3 ソース ドライバ （信号 ドライバ）

電源

5 コン トローラ （制御手段）

6 クライ

7 C P U (変換手段）

3 スィツチング素子

0 0 表示装置



請求の範囲

複数の走査線 と複数の信号線 とが互いに交差 して配置 された表示パ

ネル と、

上記複数の信号線のそれぞれに、上記表示パネル に表示するための

画像デ一タを供給する信号 ドライバ と、

上記画像データを含む入力データを取得 し、取得 した入力データに

含 まれる第 1 の画像データを供給する上記信号線 には、上記入力デー

夕に含 まれる第 2 の画像データを供給する上記信号線 よ りも低 いフ レ

—厶周波数で上記第 1 の画像データを供給するように上記信号 ドライ

バ を制御する制御手段 とを備 え、

上記制御手段 は、上記入力データの一部 を上記第 1 の画像データと

し、残部 を上記第 2 の画像データとすることを特徴 とする表示装置。

上記表示パネルの各画素は R G B 3 つのサ ブピクセルか ら構成 され

てお り、

上記制御手段 は、上記入力データの うち、上記サ ブピクセル一つ当

た り 1 ビッ 卜か ら4 ビッ 卜で割 り当て られる画像データを上記第 1 の

画像データと し、上記サ ブピクセル一つ当た り 1 ビッ 卜か ら4 ビッ 卜

で割 り当て られる画像データ以外 を上記第 2 の画像データと して、上

記信号 ドライバ を制御することを特徴 とする請求項 1 に記載の表示装

置。

上記入力データに、多階調のテキス 卜データが含 まれるか否かを判

定 し、多階調のテキス トデータが含 まれる場合、 当該テキス トデータ

を上記サ ブピクセル一つ当た り 1 ビッ 卜〜 4 ビッ 卜のデータに変換す

る変換手段 を備 え、

上記制御手段 は、上記変換手段 によって変換 されたテキス 卜データ

を上記第 1 の画像データとすることを特徴 とする請求項 2 に記載の表

示装置。

上記制御手段 は、上記第 1 の画像データ及び第 2 の画像データを同



時に供給 してか ら、次回、上記第 1 の画像データ及び第 2 の画像デ一

タを同時に供給するまでに上記第 2 の画像データのみを偶数 フ レーム

供給するように制御することを特徴 とする請求項 1 ~ 3 のいずれか 1

項 に記載の表示装置。

[ 請求項 5 ] 上記第 1 の画像データを供給 しない休止 フ レー ム期間をカウン 卜す

るカウン ト手段 を備 え、

上記制御手段 は、休止 フ レームにおいて上記第 1 の画像データの書

き換 え指示 を含む入力データを取得 した とき、上記休止 フ レー ム の次

のフ レームにおいて上記第 1 の画像データを供給するように上記信号

ドライバ を制御 し、

上記 カウン 卜手段 は、上記次のフ レームか ら新たに上記休止 フ レー

厶期間をカウン 卜することを特徴 とする請求項 1 ~ 4 のいずれか 1 項

に記載の表示装置。

[ 請求項 6 ] 上記書 き換 え指示は、上記第 1 の画像データのサイズ変更指示 を含

む ことを特徴 とする請求項 5 に記載の表示装置。

[ 請求項7] 上記表示パネルは、液晶パネル又は有機 E L パ ネルであることを特

徴 とする請求項 1 ~ 6 のいずれか 1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 8 ] 複数の走査線 と複数の信号線 とが互いに交差 して配置 された表示パ

ネル と、上記複数の信号線のそれぞれに、上記表示パネル に表示する

ための画像データを供給する信号 ドライバ とを備 える表示装置の制御

方法であ って、

上記画像データを含む入力データを取得 し、取得 した入力データに

含 まれる第 1 の画像データを供給する上記信号線 には、上記入力デー

夕に含 まれる第 2 の画像データを供給する上記信号線 よ りも低 いフ レ

—厶周波数で上記第 1 の画像データを供給するように上記信号 ドライ

バ を制御する制御 ステ ップを含み、

上記制御 ステ ップでは、上記入力データの一部 を上記第 1 の画像デ

—タと し、残部 を上記第 2 の画像データとすることを特徴 とする制御



方法。

[ 請求項 9 ] 請求項 1 〜 7 のいずれか 1 項 に記載の表示装置の各手段 と してコン

ピュータを動作 させるためのプログラム。

[ 請求項 10 ] 請求項 9 に記載のプログラムを記載 したコンピュータ読み取 り可能

な記録媒体。
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